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施設長　今林映一
平成２４年の開所以来、利用者が安心して働き、地域に貢献することを目指して就労継続支援事業Ｂ型及び就労移行支援事業を実施しています。今年の1月まではアート活動や販売等も順調でしたが、新型コロナウイルスの影響により３月以降は様々な活動が中止となりました。また利用者は４月から緊急事態宣言等を受け、アートを活かした在宅ワークに取り組んでいます。利用者、保護者の皆さんの協力によって在宅でのアート活動が充実していることに心から感謝申し上げます。令和２年度は前年度の成果や反省等を踏まえて次のとおり事業を行います。
（１）就労継続支援事業Ｂ型（工賃向上を目指す事業）	
日々のアート活動、作業を通して作業スキルの向上を図り社会参加を進めます。アート商品の販売等を工夫し販売拡充に取り組みます。また福岡市植物園でのダンボールアート展の開催や公募展等に積極的に応募していきます。事業所内の簡易作業や施設外でのビル清掃も実施しており、これらの取り組みを通して利用者の工賃向上を図り、令和元年度は平均工賃２万円を達成することができました。
（２）レクリエーション
月１回のサークル活動に専門講師を招き、ダンス、音楽、手芸を行っています。ダンスはワークショップ形式で行い表現の喜びを体験した利用者が多く、楽しく充実した時間を過ごしています。２月にはダンスイベントに出演しました。
（３）健康支援の取り組み
毎日の健康状態把握とともに、医療機関の協力を得て毎月健康教室を開催し生活習慣病の予防に向けた学習会を計画的に実施します。また年１回はよかドック健診、レントゲン検診に同行します。
（４）本人活動推進の取り組み
日々の身近なことをテーマに事業所の様々な活動においてグループリーダー制を設けて自分たちの生活をより良くする活動を進めています。具体的には事業所の活動についてのアンケート実施や要望を活かして外出でのランチ会（各班年１回）を実施します。
（５）安全対策の取り組み
[bookmark: _GoBack]火災訓練のほか昨年度は事業所として初めて水害時の垂直移動の避難訓練を実施しました。防災に対する意識を高めるとともに、事業所内での動線等の安全点検を行い、より安心な事業所づくりに取り組みます。
（６）苦情解決及び虐待防止への取り組み
苦情解決及び虐待対応の窓口を事業所内に掲示し、事案発生時は早期解決に向け誠意をもって対応しています。またボランティアや見学者等を積極的に受け入れて開かれた事業所づくりに努めます。
（７）職員研修の取り組み 
支援者としての専門性を高め、虐待防止及び権利擁護を積極的に図るため法人の研修計画等を踏まえて計画的に研修を実施し、職員の資質向上に努めます。
（８）地域交流等の取り組み
事業所の役割や特色を活かして地域のまちづくりに貢献するため、町内の花壇管理や地域清掃等を通して地域の美化活動に継続して取り組みます。
　　  
